河川占用・水路等使用許可申請書の添付書類例について

名古屋市緑政土木局河川部河川管理課
１　新規に占使用を申請する場合
	書類の名称
(縮　　尺)
	明示すべき事項等
	留意点・例

	理由書
	河川や水路等を、やむを得ず占使用したい理由を記入してください。
	(例)建築にあたり、敷地が接道していないため通路橋を設置したい。

	位置図

(1/25,000程度)
	(1) 方位

(2) 申請箇所（赤枠で囲む）
	当該区の半分くらい（市街地図程度）入る大きさ

	見取図

(1/1,500程度)
	(1) 方位

(2) 申請箇所（赤枠で囲む）
	住宅地図程度の大きさ

	現況平面図

(1/300程度)
	(1) 縮尺

(2) 方位

(3) 申請物件（赤色で着色）

(4) 河川水路等の状況（幅員、深さ、構造、流下方向、防護柵等）

(5) 当該敷地に隣接する宅地、道路、水路及び建物等の配置も併せて表示してください。

(6) 排水管を水路に接続する場合、宅地内の浄化槽や桝の位置も明示する。
	○占使用敷地（水路の溝の幅とは限らない）と当該敷地との境界線は赤色で表示してください。
○当該敷地の利用形態がはっきりとわかるように表示してください。

○車両乗入れ用通路橋の場合は必ず駐車位置を記入してください。

	構造図

(1/50～

　1/100程度)
　平面図
　縦断面図

　横断面図
	(1) 縮尺

(2) 申請物件の形状、寸法、材質等

(3) 平面図に水路敷地への投影面積を明示する。

(4) 水路等の状況（幅員、深さ、構造、流下方向、防護柵等）

(5) 排水管を水路へ接続する場合、接続部の防護柵（巻立て等）も含めて表示してください。
	○現況平面図に必要事項を表示できる場合は、構造図の平面図を省略してもかまいません。

○占使用敷地と当該土地との境界線が、申請物件のどの位置にくるかがわかるように赤色で表示してください。
○申請物件が２種類ある場合は、それぞれに構造図を作成してください。

	求積図
	(1) 縮尺

(2) 面積計算式

　※ 面積は、投影面積とする。
	○占使用許可の対象となる面積を三斜法で求めてください。
○CADにより求積した場合は、CAD求積である旨を記載してください。

	工程表
	工事等の日程と併せて、河川・水路等の区域で工事をする期間がわかるように表示してください。
	

	公図の写し
	申請物件に隣接する地番（当該水路及び申請にかかる民有地等）の所有者名を表示してください。
	○法務局(支局・出張所含む)及びオンラインにて有料で取得できます。

	現況写真
	(1) 申請物件の位置
　（赤枠で囲む。）
	

	その他の

参考図書
	参考図書には様々なものが想定されますが、例えば次のようなものです。

(1) 土地使用承諾書

(2) 土地登記全部事項証明書
(3) 回転軌跡図

(4) 構造計算書
	○必要に応じて、添付してください。



	２　占使用許可の新規申請以外の場合

	許可書の写し
	現在許可されている許可書の写しの１枚目及び許可条件
	

	譲渡に関する意思を示す書面
	
	(例)譲渡契約書の写し

	地位承継を示す書面
	
	(例)戸籍謄本、法人履歴事項全部証明書


○上記の書類のほか、必要に応じて追加で書類の提出を求めることがあります。
○申請にあたっては必要部数をご準備の上、事前に河川管理課(電話：052-972-2882)までご連絡いただき、担当者の予約をとってからご来庁ください。

